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〇窓口払いは普通徴収で18%、約38,200件。
（特別徴収では35.5%、約167,000件。）

〇住民税だけで20万件超が金融機関等での
窓口払いである。

〇収納４課では約28.5万件が窓口払い
されている。

金融機関等窓口での支払い実績
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R5住民税普通徴収 収納チャネル別件数・割合
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公金収納手数料の増加見込み

【公金収納手数料】

現在、公金収納手数料１件２円。

令和９年度（？）から１件３３０円に

〇税務課だけで毎年約6,560万円の負担増

〇収納４課だけで

毎年約9,400万円の負担増となる可能性

現在 R9年度以降

約60万円
手数料が１件３３０円になる前に、強力に口座振替を推進し
たい！
⇒ 口座振替なら１件13.2円と25分の1の手数料

約9,400万円負担増

（金融機関要望）
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他区導入状況・区民からのご意見

２３区Web口座振替導入状況

導入済み（１１区） 千代田・港・江東・品川・大田・
世田谷・渋谷・中野・杉並・荒
川・練馬

今年度導入開始（３区） 墨田・目黒・北（10月～）

未導入（９区） 豊島・中央・新宿・文京・台東・
板橋・足立・葛飾・江戸川

〇Web口座振替はすでに半数以上の14区で導入済み・導入予定あり。

〇オンライン口座振替を求める子育て世帯からの区民の声あり。

※市部では４市が導入済み

３

⇒ 『口座振替のために平日仕事を休んで銀行に行かなければなりません…』



Web口座振替システム導入の効果

区民

区役所

金融機関

①直接提出（銀行営業時間のみ）

①郵送
（収納４課のみ）

①-2 郵送

①’書類不備返送

②審査結果送付

現
行

導
入
後

区民
金融機関

Web口座振替
システム

①申請（24時間可）

②審査結果送付

②審査結果送付
（LGWAN経由）

区役所

【区民】

スマホ等で24時間受付可能
自宅からでも手続きできるように

【職員】

紙ベースの申請書の煩雑なやり取りが解
消されることで事務が効率化

Web口座振替は、区民・職員
双方にとってメリットが大きい

４



費用対効果（イメージ）

５

改めて7課
共同(※)で、
新拡提案
の予定。

このまま
だと……

• R9～公金収納手数料負担増により
毎年度 約9,400万円の支出増！（収納４課のみ）

Web口振を
導入した場合

（コスト）

• 初年度 ： 37,299千円－16,610千円＝約2,070万円

• ２年目以降：約870万円（ランニングコスト）

導入した場合
の削減効果

• 収納４課の金融機関窓口納付
約28.5万件の10%が口振に移行したと仮定

⇒ 28.5万件×10%×330円＝約940万円の削減！

（国庫補助）

※詳細積算中

※７課＝税務課、国保課、
高齢者医療年金課、介護
保険課、保育課、放課後
対策課、教育庶務課


